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250億円を探る決算審査特別委員会
滝沢らしさを創りだす活動を進めます若者が意欲をもって活動できるよう支援します

（千円以下切り捨て）主な事業（千円以下切り捨て）主な事業

●滝沢ブランドの創出
〇 物産振興事業 …………………………………………………………………………… 182万円

・村の物産及び産業等を紹介することにより、村民の理解と認識を高め、生産の奨励及び販路の拡大
を図り、村内の産業振興に資することができました。

〇 滝沢ブランド推進事業 ………………………………………………………………… 547万円
・平成２１年度より滝沢村観光協会職員を１名雇用して滝沢村のブランド価値を高めることを目的に

実施しました。

〇 滝沢ブランド販売促進事業 …………………………………………………………… 110万円
・滝沢村の農産物や特産品、観光資源等をＰＲする物産展を県内外で開催し、滝沢ブランドのイメー

ジアップを図りました。

〇 チャグチャグ馬コ馬資源確保事業 …………………………………………………… 277万円
・村内の農用馬飼育頭数の減少傾向に歯止めをかけ、チャグチャグ馬コの里滝沢村を維持していく為

に「校伯」を飼養し、「伯鈴」「滝姫」を出産し増頭を行いました。また、村イベントにチャグチャグ馬
コとして参加しＰＲを行いました。

●絆で繋がる地域コミュニティ
〇 滝沢地域デザイン推進補助事業 ……………………………………………………… 160万円

・２１世紀前半の地域整備計画である滝沢地域デザインの推進のため、各地域まちづくり推進委員会
の事業を支援するとともに、地域住民の事業企画力・実践力・課題解決力の向上を図りました。

〇 交流拠点複合施設整備事業 ………………………………………………………… 1493万円
・滝沢村交流拠点複合施設を建設し、ブランド発信、生涯学習推進、保健福祉の向上、地域活動支援へ

寄与するため、基本計画書の策定を行い、基本設計及び実施設計の手法を検討しました。

〇 地域活動支援事業 ……………………………………………………………………… 203万円
・滝沢村地域活動推進員配置することにより、自治会やまちづくり推進委員会の支援が図られま

した。また、本村には存在しない地域づくり団体等を支援する組織の研究を行いました。

●信頼される行政活動
〇 重点政策啓発推進事業 ………………………………………………………………… 937万円

・総合計画における重点政策である「滝沢らしさの確立」、「若者定住」、「食育」を推進するため、村内外
へのＰＲ活動を実施しました。

〇 総合計画マネジメント事業 ………………………………………………………………54万円
・第５次総合計画の基本構想・後期基本計画・実行計画の日常的な進捗管理、定期的な地域社会

調査、評価制度の検討などのマネジメント事業を展開し、将来像達成へ向けた全庁の取り組みの
支援を行いました。

●家族や地域の絆の醸成
〇 若者にぎわいづくり推進事業 ………………………………………………………… 761万円

・自然環境に恵まれた魅力ある滝沢村をＰＲし、良好な人間関係の下に意欲をもって活動するきっ
かけ作りを目的として婚活登山を行い、５４名の参加がありました。

〇 学連携活性化事業 ……………………………………………………………………………… 136万円
・村内に立地する各大学が持つそれぞれの専門性を生かし、村が直面する課題の解決への取り組み、

または潜在的課題の掘り起こしを図るべく、各連携事業を実施しました。

●若者の雇用機会の創出
〇 企業誘致事業 …………………………………………………………………………… 819万円

・雇用の場の確保及び地域経済の活性化のため、県外企業及び村外企業への企業訪問の実施、更には、
企業とのネットワークの強化及び新規ネットワークの構築のため、各種会合等に参加しました。また
村内企業の拡張支援及び新規事業創出支援を行うための情報収集及び企業からの相談に対応しまし
た。

〇 産学官共同研究事業 ………………………………………………………………… 1300万円
・村内企業と大学等との連携強化のための補助支援及び村が抱える課題解決のために企業のノウ

ハウを活用した共同研究を行うことにより、村内企業の基盤強化、地域課題の解決、大学との連
携強化のきっかけ作りを行いました。

〇 キャリア教育サポート事業 …………………………………………………………… 530万円
・ＮＰＯ等を活用することで、学校現場の負担を軽減するとともに、小中学校で行われているキャリア

教育の充実をめざしました。

●子育てしやすい地域環境の整備
〇 育児支援事業 …………………………………………………………………………… 851万円

・家庭訪問や相談事業、親同士の交流を通じて育児不安の軽減につとめ、子育てが楽しいと感じられ
るとともに、子どもが健やかに成長できるよう支援しました。「乳児全戸家庭訪問事業」を継続し、
様々な悩みを傾聴、子育てに関する情報提供に努めました。
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